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研究成果概要 
CTA（Cherenkov Telescope Array）は次世代の大規模地上ガンマ線天文台計画であり、

南北 2 ヶ所の観測サイトに合計約 100 基の大気チェレンコフ望遠鏡を設置し、TeV 領域

のガンマ線観測感度を従来より一桁改善することを目指す。CTA のモンテカルロ（MC）

ワークパッケージ（WP）は MC シミュレーションを用いて望遠鏡配置を始めとするアレ

イデザインの最適化を行うことを目的とし、メンバーが様々な調査項目を分担する形で

研究を進めている。CTA-Japan コンソーシアムの MC WP はこれまで CTA の共通 MC
プログラムの使用法を習得した後、東京大学宇宙線研究所の計算機クラスターを用いて

（1）Large Size Telescope（LST：計画されている 3 種類の口径の望遠鏡のうち最大の

もので、最低エネルギー領域の観測を担う）による GRB 観測モードの検討、（2）ハード

ウェアパラメータ（PMT の出力パルス幅、アフターパルス頻度等）の LST 性能に対す

る影響の調査、（3）Small Size Telescope（SST：最小口径の望遠鏡で、最高エネルギー

領域の観測を担う）アレイの配置の最適化等のテーマに取り組んでいる。（1）について

は、検討の途中結果を日本物理学会大会で報告した（研究発表 2 および 3）。 
また、CTA-Japan における MC 研究活動を促進するため、共通 MC プログラムの使用

法および生成した MC データの解析方法に関する講習会を平成 25 年 9 月に開催した。講

習会は CTA-Japan メンバー約 30 名の参加を得、その後 MC 研究に参加する若手研究者

の増加につながり、有意義なものであった。 
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